


































3 http://dictionary.goo.ne.jp/leaf/jn2/157220/m1u/とおい/ 2014年 2月 19日参照。
4 http://www.excite.co.jp/dictionary/japanese/?search=とおい
&match=exact&itemid=DJR tooi -010 2014年 2月 19日参照。
5以下、データの最終確認日は断りがない限りすべて 2016年 6月 5日である。Twitterのユーザー
名も同日時点のものである。
6 麻沖丹 @asaokitan 2013年 8月 29日 1:45
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(5) a. 小田原は鈍行だと遠い (東京から約 1時間半)し、新幹線だと近過ぎる
(東京から約 30分)微妙な場所です。 (Blog)9
b. 東横線、各停乗っちゃったから横浜がめっちゃ遠い (´ °‐°｀) (Twitter)10







(7) なんか中央線止まったぞ 12 あとひと駅が遠い 13 (twitter)
いったい、「遠い」とはどういうことなのだろうか。
7 中西大輔 @daihiko 2014年 2月 20日 9:57
8 は ら み @uhuhuhara 2016年 4月 25日 10:18 (引用者注: 本文中の特殊文字を削除した。)
9 http://yanabunn2.seesaa.net/article/129446729.html
10 おーやま つづみ @smile14vi m 2015年 7月 3日 22:07
11 http://d.hatena.ne.jp/podaka/20070209
12 Yufuko @rhetorico 2013年 9月 6日 13:54
13 Yufuko @rhetorico 2013年 9月 6日 14:15







c. あなたは家から大学まで近くていいわね (松井 (2013: 108))































c. あなたは家から大学まで近くていいわね (松井 (2013: 108))



















































い。 (久島 (1993: 66))
c. 水平方向の距離の場合、固定していない≪物≫について、「あの人は遠
い」とは言えない。名詞「遠く」を使って「あの人は遠くにいる」と




























15 黒髪の遊民（湯のみ賞）おおさか @tunde 9r 2010年 10月 14日 0:11 (引用者注: 本文中の特
殊文字を削除した。)





























15 黒髪の遊民（湯のみ賞）おおさか @tunde 9r 2010年 10月 14日 0:11 (引用者注: 本文中の特
殊文字を削除した。)




























17 カナタヒナタ @hinata kagehina 2011年 6月 22日 17:41 (引用者注: ユーザー名末尾の特殊文
字を削除した。)
18 ２号 @2 5 3 2015年 1月 9日 21:15






























23 ihavecar @ihavecar 2013年 8月 29日 21:59
24 SaKi #BFLY FUK @xxxpiyoshi1 2016年 2月 4日 22:22
25 朱雀 @yuireyluca 2013年 6月 26日 16:01






























23 ihavecar @ihavecar 2013年 8月 29日 21:59
24 SaKi #BFLY FUK @xxxpiyoshi1 2016年 2月 4日 22:22
25 朱雀 @yuireyluca 2013年 6月 26日 16:01






























29 http://dpz.cocolog-nifty.com/q/2008/04/post f935.html / http://dpz.cocolog-
nifty.com/photos/uncategorized/2008/04/04/tooi.jpg
30 olthon @olthon 2013年 8月 7日 7:12
31 トラン @lightcruiser 2015年 2月 22日 23:42

















































































































































































































































































































35 ＣＣＳ－ありす (半角やカタカナではない) @ccsalice 2009年 8月 25日 4:03
36 みう @miu 03 2010年 11月 13日 22:17
37 せっつぁん @@mj setzer 2010年 8月 7日 14:28






























39 クロエ・ルメール bot @chloe lemaire l 2016年 4月 25日 10:19































39 クロエ・ルメール bot @chloe lemaire l 2016年 4月 25日 10:19





































(=(8a); 車で 10分またはベビーカーを押して 20分)
































(=(8a); 車で 10分またはベビーカーを押して 20分)
























































































































































きる事例も間違いなく存在するわけである (松本 (1997b: 215))。
(i) a. The road went up the hill as we proceeded. (特定の具体物の現実の移動 (現実移動))
b. The highway enters California there. (任意の具体物の仮想の移動 (仮想移動))
































































































































































































































54 Langacker (1990), Matsumoto (1996), 松本 (1997a, 1997b)および本多 (2002, 2005)などを
参照されたい。
55 新地 (1997), 仲本 (2000, 2008)および本多 (2013)などを参照されたい。
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形容詞の意味に行為の可能性の知覚が関わっていることを早い時期に最も明






























54 Langacker (1990), Matsumoto (1996), 松本 (1997a, 1997b)および本多 (2002, 2005)などを
参照されたい。















号接地問題」(The Symbol Grounding Problem)(Harnad (1990), 今井ほか
(2014)) と関連すると思われる。記号接地問題とは今井ほか (2014)のまとめに
よれば次のようなものである。
















57 村山 (1990),小林 (1992), Kemler Nelson, Chan Egan, and Holt (2004), Greif, Kemler Nelson,
Keil, and Gutierrez (2006), Borghi (2005)および Labov (1973), Carlson-Radvansky, Covey, and
Lattanzi (1999), Coventry and Garrod (2004), Grimm and Levin (2011)などを参照されたい。
ており、接地した語を通じて接地していない外国語の記号を理解すること
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